
授
陣
の
も
と
、
極
め
て
意
義
深
く
、
中
身
の
濃
い

鍛
錬
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
英
図
書
館
を

拠
点
と
し
つ
つ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
エ
ジ
ン

バ
ラ
、
ダ
ブ
リ
ン
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
図
書
館
に
赴

き
、
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
や
彼
女
に
影
響
を
与
え
た
啓

蒙
思
想
家
た
ち
に
関
連
し
た
手
稿
・
資
料
を
手
ず

か
ら
調
査
し
た
の
も
、
貴
重
な
体
験
で
あ
る
。
成

果
を
基
に
英
国
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
複
数
の
学
会

で
行
っ
た
研
究
発
表
と
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
の
非

常
勤
講
師
の
経
験
も
現
在
の
教
育
・
研
究
活
動
の

糧
と
な
っ
て
い
る
。
充
実
し
た
留
学
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、高
橋
和
久
先
生
、Ｇ
・
Ｅ
・
Ｈ
・

ヒ
ュ
ー
ズ
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
東
京
大
学
の
諸

先
生
方
に
学
部
よ
り
鍛
え
て
い
た
だ
い
た
基
盤
な

く
し
て
は
あ
り
え
な
か
っ
た
と
痛
感
し
て
い
る
。

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
・

ロ
ン
ド
ン
留
学
生
活

住
ん
で
い
た
大
学
院
生
寮
は
、
十
八
世
紀
「
風

景
庭
園
」
形
式
の
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
・
ガ
ー
デ
ン
ズ

近
辺
に
あ
っ
た
。
寮
生
の
出
身
国
は
五
〇
カ
国
を

超
え
、
異
文
化
を
背
景
と
し
た
多
様
な
価
値
観
を

交
換
す
る
だ
け
で
な
く
、
専
門
領
域
を
超
え
各
自

が
取
り
組
む
最
先
端
の
問
題
を
語
り
合
う
こ
と
も

で
き
る
、
刺
激
的
な
国
際
社
会
の
縮
図
で
あ
っ
た
。

普
段
は
相
互
の
文
化
を
尊
重
す
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ン
・
友
好
的
な
雰
囲
気
な
が
ら
、
時
に
摩
擦
が
起

こ
る
。
談
話
室
の
購
読
新
聞
種
削
減
で
、
何
語
の

新
聞
を
残
す
か
問
題
に
な
っ
た
時
な
ど
だ
。
利
害

が
絡
む
と
平
和
的
共
存
の
日
常
に
も
一
瞬
に
し
て

緊
迫
が
走
る
と
い
う
、
国
際
政
治
の
現
実
を
垣
間

見
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

寮
に
は
大
学
教
員
の
寮
長
が
住
み
込
み
、
寮
生

が
学
業
に
専
念
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
そ

れ
は
、
新
聞
騒
動
の
よ
う
な
事
件
の
調
停
か
ら
、

研
究
上
の
相
談
、
社
交
行
事
の
企
画
等
多
岐
に
亘

る
。
教
員
ま
た
は
院
生
の
副
寮
長
と
院
生
の
委
員

数
名
が
非
常
勤
で
そ
の
補
佐
に
あ
た
る
。
住
宅
事

情
の
厳
し
い
ロ
ン
ド
ン
で
、
寮
長
の
補
佐
委
員
に

な
れ
ば
継
続
し
て
住
め
る
と
聞
き
、
欠
員
募
集
に

応
募
し
た
ら
採
用
さ
れ
た
。
後
に
は
副

寮
長
に
な
り（
日
本
人
で
は
初
め
て
だ

っ
た
ら
し
い
）、
大
変
な
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
論
文
執
筆
環
境
確
保
の
た
め
学

業
の
傍
ら
続
け
た
。
苦
楽
を
共
に
し
た

寮
長
補
佐
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
は
、

留
学
中
に
親
し
く
な
っ
た
他
の
友
人
た

ち
と
同
様
、
今
で
も
固
い
絆
で
結
ば
れ
、

世
界
各
地
に
点
在
し
な
が
ら
も
定
期
的
に
連
絡
を

交
わ
し
て
い
る
。

「
終
わ
り
」
は
来
る
が
、
旅
は
続
く

Ｐ
ｈ
Ｄ
論
文
提
出
間
近
の
院
生
に
と
っ
て
「
終

わ
り
」
は
近
い
よ
う
で
遠
い
。
血
の
滲
む
よ
う
な

思
い
を
し
て
一
〇
万
語
相
当
の
「
最
終
稿
」
脱
稿

後
、「
最
後
の
推
敲
」
を
繰
り
返
し
、
印
刷
に
漕

ぎ
着
け
て
も
神
経
衰
弱
の
よ
う
な
校
正
が
は
じ
ま

る
。
無
事
論
文
を
提
出
し
、
数
カ
月
後
の
学
内
外

審
査
員
に
よ
る
口
頭
試
問（
一
〜
六
時
間
）に
合
格

し
て
も
、
大
概
の
論
文
は
修
正
を
求
め
ら
れ（
印

字
ミ
ス
訂
正
か
ら
一
八
カ
月
猶
予
付
き
の
大
幅
な

修
正
ま
で
何
通
り
か
あ
る
）、
修
正
済
み
の
論
文

を
再
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
学
位
記
を
手
に
す

る
ま
で
、「
最
後
の
推
敲
」
に
着
手
し
て
か
ら
か

な
り
の
月
日
が
経
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か

し
私
に
も
「
終
わ
り
」
は
来
た
。
ロ
ン
ド
ン
、
東

京
を
問
わ
ず
折
に
ふ
れ
激
励
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
の
ご
厚
意
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

帰
国
後
の
就
職
先
は
、当
時
の
日
本
経
団
連
会
長

奥
田
碩
氏
の
母
校
・
一
橋
大
学
で
あ
っ
た
。
日
本
経

団
連
会
員
企
業
に
多
数
の
卒
業
生
を
輩
出
す
る
こ

と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
大
学
で
、石
坂
財
団
お
よ
び

日
本
万
国
博
覧
会
記
念
機
構
の
援
助
の
も
と
英
国

で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
還
元
で
き
る
機
会
を
得
た

こ
と
は
不
思
議
な
巡
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
今
後

も
初
心
を
忘
れ
ず
教
育
・
研
究
活
動
に
精
進
し
た
い
。

翔べ！ 世界へ 奨学生体験記

詩人W. B.イェイツの像前にて
（イェイツの故郷、アイルランド
のスライゴ）
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「
な
ぜ
Ｐ
ｈ
Ｄ
コ
ー
ス
に
進
み
た�

い�

の
か
、
で
は

な
く
、
進
ま
な
け
れ
ば
な�

ら�

な�

い�

の
か
と
、
決
め

る
前
に
よ
く
考
え
な
さ
い
」
―
―
英
国
Ｐ
ｈ
Ｄ
サ

バ
イ
バ
ル
ガ
イ
ド
と
謳
っ
た
本
の
中
で
、
最
も
説

得
力
の
あ
る
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
っ
た
。「
専
門
性

の
高
い
勉
強
を
続
け
た
い
か
ら
」、「
資
格
と
し
て

持
ち
た
い
か
ら
」
等
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
動
機

で
は
駄
目
で
、
二
〇
〜
三
〇
代
と
い
う
人
生
で
貴

重
な
時
期
を“

sacrifice”

し
て
ま
で
や
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
覚
悟
が
な
け
れ
ば
、
必
ず
後
悔

す
る
ほ
ど
リ
ス
ク
の
高
い
進
路
な
の
だ
、
と
警
告

が
続
い
て
い
た
。
真
剣
な
動
機
を
持
っ
て
い
た
つ

も
り
だ
が
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
留
学
前
に
読
ん
で
い

た
ら
一
瞬
躊
躇
さ
せ
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
真
理

が
そ
こ
に
は
あ
る
。

そ
の
大
き
な
挑
戦
に
旅
立
つ
こ
と
を
可
能
に
し

て
く
れ
た
の
は
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団（
石
坂

財
団
）の
海
外
派
遣
制
度
で
あ
っ
た
。
私
が
留
学

を
志
し
た
当
時
の
大
学
院
留
学
奨
学
金
は
「
実

学
」
偏
重
で
、
文
学
専
攻
の
院
生
に
門
戸
を
閉
ざ

し
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
財
団
の
多
様
な
研

究
領
域
を
支
援
す
る
方
針
に
は
今
な
お
深
い
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
で
あ
る
。

十
八
、
十
九
世
紀
英
文
学
研
究
と

現
代
日
本

十
八
、
十
九
世
紀
英
文
学
を
専
門
に
し
て
い
る

と
言
う
と
、
浮
世
離
れ
し
た
世
界
に
漂
泊
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
よ
う
だ
が
、
私
の
研
究
テ
ー
マ
は

現
代
日
本
と
関
連
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
Ｐ

ｈ
Ｄ
論
文
の
焦
点
は
、
十
九
世
紀
初
頭
前
後
に
活

躍
し
た
ア
ン
グ
ロ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
系
作
家
マ
ラ

イ
ア
・
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
の
小
説
が
、「
国
民
国
家

と
個
人
の
関
係
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」、「
そ
の

関
係
に
、
文
化
や
宗
教
、
民
族
的
出
自
の
共
通
性

は
必
須
か
」
等
の
問
題
を
め
ぐ
る
当
時
の
英
国
・

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
論
争
に
い
か
に
介
在
し
た
の
か
、

と
い
う
問
い
で
あ
っ
た
。
西
欧
で
啓
蒙
主
義
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ン
思
想
か
ら
ロ
マ
ン
主
義
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
へ
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
転
換
し
つ
つ
あ
っ
た
と
さ

れ
る
時
代
で
あ
る
。
現
代
日
本
で
は
日
本
国
家
、

日
本
国
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
っ
て
断

続
的
に
論
争
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
言
説
に

小
説
が
い
か
に
関
わ
っ
て
い
る
か
考
察
す
る
論
文

の
十
八
、
十
九
世
紀
英
国
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
版
と

も
言
え
る
。

エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
は
現
代
に
お
い
て
知
名
度
が
低

い
も
の
の
、
ス
コ
ッ
ト
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
ら
に
多

大
な
影
響
を
与
え
、
当
時
は
英
国
内
外
で
高
く
評

価
さ
れ
て
い
た
。
作
品
は
機
知
に
富
み
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
両
方
に
帰
属
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
も
疎
外
さ
れ
て
い
る
の
が

現
実
で
あ
っ
た
、
ア
ン
グ
ロ
・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
系

地
主
階
級
の
危
機
意
識
に
基
づ
く
洞
察
に
満
ち
て

い
る
。

留
学
先
で
は
、
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
お
よ
び
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
文
学
研
究
の
第
一
線
で
活
躍
中
の
Ｗ
・

Ｊ
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
教
授
を
中
心
と
し
た
指
導
教

一
九
九
八
年
度
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
海
外
派
遣
生
。
九
六
年
東
京
大
学
文

学
部
卒
業
、
九
九
年
同
大
学
大
学
院
文
学
修
士
。
九
八
〜
二
〇
〇
四
年
ロ
ン
ド

ン
大
学
大
学
院
留
学
。
そ
の
間
、
英
国
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
研
究
協
会
研
究
奨
励
賞

受
賞
。
二
〇
〇
五
年
ロ
ン
ド
ン
大
学
院
Ｐ
ｈ
Ｄ（
哲
学
博
士
・
英
文
学
）。
二
〇

〇
四
年
よ
り
現
職
。
今
年
度
よ
り
三
年
間
の
予
定
で
、
科
学
研
究
費
若
手
研
究

「
女
性
小
説
家
と
愛
国
主
義
の
創
作
―
十
九
世
紀
前
半
英
国
小
説
を
中
心
に
」

に
研
究
代
表
者
と
し
て
取
り
組
む
。

吉
野
由
利

よ
し
の

ゆ
り

●
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
は
、
経
団
連
第
二
代
会
長

故
石
坂
泰
三
氏
の
遺
徳
を
記
念
し
、
一
九
七
六
年
に
設
立

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
世
界
三
一
カ
国
の
大
学
・
大
学

院
へ
一
六
八
名
の
日
本
人
留
学
生
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、

世
界
四
〇
カ
国
四
七
八
名
の
外
国
人
留
学
生
へ
の
奨
学
金

の
供
与
や
講
演
会
等
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

英
国
へ
の
旅
は
続
く

一
橋
大
学
法
学
研
究
科
専
任
講
師
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